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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上方に流入口２を、側面に排出口３を、それぞれ設けたケーシングであるトラップ本体
１と、
トラップ本体１内部に備えられた、流入口２からの排水を溜めるオワン部４と、
流入口２に対し水密的に接続するように設けられた、排水が流入する排水口５と、
略筒形状を成す部材であって、上方は排水口５に水密的に接続され、下端部分は上記オワ
ン部４内に配置される、内部を排水口５からの排水が流入する防臭筒部材６と、
から構成される排水トラップにおいて、
上記防臭筒部材６を、筒形状部分の側面において、排水口５と水密的に接続するように構
成すると共に、
防臭筒部材６の水密に接続する部分において、防臭筒部材６及び排水口５を、防臭筒部材
６の軸方向視非円形の略同一形状とし、
且つ少なくとも長辺の一つ以上に、
防臭筒部材６又は排水口５のいずれか一方より、防臭筒部材６又は排水口５の他方に向か
って膨出する膨出形状を設けたことを特徴とする、排水トラップ。
【請求項２】
　上方に流入口２を、側面に排出口３を、それぞれ設けたケーシングであるトラップ本体
１と、
トラップ本体１内部に備えられた、流入口２からの排水を溜めるオワン部４と、
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流入口２に対し水密的に接続するように設けられた、排水が流入する排水口５と、
略筒形状を成す部材であって、上方は排水口５に水密的に接続され、下端部分は上記オワ
ン部４内に配置される、内部を排水口５からの排水が流入する防臭筒部材６と、
から構成される排水トラップにおいて、
上記防臭筒部材６を、筒形状部分の側面において、排水口５と水密的に接続するように構
成すると共に、
防臭筒部材６の水密に接続する部分において、防臭筒部材６及び排水口５を、防臭筒部材
６の軸方向視複数の頂点を有する非円形の略同一形状とし、
且つ少なくとも頂点間の一つ以上の辺に、
防臭筒部材６又は排水口５のいずれか一方より、防臭筒部材６又は排水口５の他方に向か
って膨出する膨出形状を設けたことを特徴とする、排水トラップ。
【請求項３】
　上記膨出形状を、辺自体に設けた、膨出形状としての略円弧形状としたことを特徴とす
る、請求項１又は請求項２に記載の排水トラップ。
【請求項４】
　上記防臭筒部材６及び排水口５の、両者が水密的に接続する部分の形状を、
防臭筒部材６の筒部分の軸方向視略長方形形状とし、この略長方形形状の長辺部分に膨出
形状を設けたことを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の排水トラ
ップ。
【請求項５】
　上記排水トラップの防臭筒部材６において、防臭筒部材６の変形を防止する形状保持構
造を備えたことを特徴とする、請求項１乃至請求項４のいずれか一つに記載の排水トラッ
プ。
【請求項６】
　上記排水トラップの防臭筒部材６において、防臭筒部材６の変形を防止する形状保持構
造を、防臭筒部材６の筒形状部分の内部を結ぶ支持リブ６ｂとしたことを特徴とする、請
求項５に記載の排水トラップ。
【請求項７】
　上記排水トラップの防臭筒部材６において、防臭筒部材６の変形を防止する形状保持構
造を、防臭筒部材６の側面に設けた、折れ曲がり部６ｃとしたことを特徴とする、請求項
５に記載の排水トラップ。
【請求項８】
　上記排水トラップにおいて、流入口２と排水口５を兼用したことを特徴とする、請求項
１乃至請求項７のいずれか一つに記載の排水トラップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排水トラップに関し、更に詳しくは、特に浴室の排水配管等において使用さ
れる、防臭筒を採用した排水トラップに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、洗面台、流し台、浴槽、及び浴槽など、排水を生じる機器（以下「排水機器
」と記載）において、生じた排水を処理するため、機器に備えられた槽体、例えば洗面ボ
ウルやシンク、浴槽、防水パンの底面等に排水口を設け、この排水口から下水側に排水配
管を配管して、排水を、排水口から下水側に排出する方法が知られている。このような排
水配管においては、下水側から臭気や害虫類が屋内側に逆流することを防止するため、通
常、臭気や害虫類の逆流を防止する機能を備えた、排水トラップと呼ばれる部材を排水口
等排水配管上に配置している。
一例として、図１５に、特許文献１に記載された排水トラップを備えた浴室配管の従来例
を示す。
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【０００３】
　図１５に図示した従来例の浴室の排水配管は、以下に記載した洗い場パン、排水トラッ
プ、パイプ管、より構成されてなる。
洗い場パンは、浴室の使用者が身体を洗う等する際に利用する防水パンであって、底面に
洗い場パン上に生じた排水を排出する取付口を備えてなる。
排水トラップは、洗い場パンの下方に取り付けられる排水トラップであって、以下に記載
される、トラップ本体、防臭筒部材、より構成される。
トラップ本体は、上方に排水口を、側面に排出口を、それぞれ設けたケーシングであり、
その内部には、排水口からの排水を溜めるオワン部を備えてなる。
防臭筒部材は、上端は排水口に水密的に接続され、下端部分は上記オワン部内に配置され
る、内部を排水口からの排水が流入する略筒形状を成す部材である。
パイプ管は、硬質樹脂からなる軸方視円形を成す部材であって、直管や曲がり管等から構
成され、トラップ本体の排出口から下水側の配管までを接続する。
尚、この特許文献１に記載の従来例では、排水口の形状を開口面積を確保しつつコンパク
トにするため、排水口を平面視長方形形状とし、この排水口の形状に合わせて洗い場パン
の取付口や防臭筒部材、またトラップ本体の形状も平面視略長方形形状としている。
【０００４】
　上記のように構成された、特許文献１の従来例に記載された排水トラップは、以下のよ
うにして洗い場パンに施工される。
まず、トラップ本体の排出口を、パイプ管を介して下水側の配管に接続する。この時は自
然勾配によって、排出口から床下配管まで排水が流れるような下り勾配を設定する。次に
、洗い場パンの取付口に、トラップ本体の排水口を接続固定する。最後に、排水口に防臭
筒部材を、防臭筒部材の下端がオワン部内に配置されるように接続して、従来例の排水ト
ラップ配管の接続が完了する。
【０００５】
　上記のように構成された従来の排水トラップにおいて、洗い場パン上に排水が生じると
、排水は、排水口から、防臭筒部材内部を通過し、オワン部内に溜まる。更に排水が流れ
ると、オワン部の上縁から溢れ出て、トラップ本体内部を通過し、排出口からパイプ管を
介して下水側に排出される。
ここで、下水側から屋内側である排水口に至るまでの流路上に、オワン部内に溜まった排
水によって、排水の流路が常に満水状態となる部分が生じる。この満水状態の流路を、下
水側の臭気や害虫類は通過できないため、下水側の臭気や害虫類が屋内側に侵入すること
が防止される。
このように、下水など下流側から、臭気や害虫類が屋内など上流側に逆流することを防ぐ
機能を「トラップ機能」と呼ぶ。またオワン部内に溜まった排水を「封水」、配管の排水
を溜めてトラップ機能を生じさせる部分を「封水部」と呼ぶ。
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－１８０６５３号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　排水トラップの、排水が流入する排水口は、回転ロックによる接続構造の都合などから
平面視円形形状を成すものが殆どであったが、開口面積を確保しつつコンパクトにする、
また意匠性を高める等の目的から、特許文献１に記載の従来例のように、非円形形状、例
えば平面視長方形形状の排水口と、それに合致する防臭筒部材が採用される場合が増加し
ている。
このような、非円形形状を成す排水口と防臭筒部材を水密的に接続する場合、接続の方法
は幾つか提案されているが、構造の簡易さ等から、防臭筒部材の側面にパッキングを環状
に配置した上で、排水口にパッキングを介して防臭筒部材を嵌合させて水密的に接続する
方法が採用される場合が多い。
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しかしながら、このような側面方向で水密的な接続を行うような方法では、以下に記載す
るような問題が生じる場合があった。
通常、トラップ本体や防臭筒部材は、ＡＢＳやポリエチレンなど硬質の樹脂にて成型され
る。このため、強い応力を受けると排水トラップの各部材は弾性変形により撓みを生じる
場合がある。
排水トラップの排水口と防臭筒部材の接続のように、水密的な接続を行うため、パッキン
グやパッキングを挟んで対向する他の部材に強い圧力で当接する必要がある構造では、当
接の圧力によって樹脂が弾性変形してしまい、充分な圧力を持って部材とパッキング（又
はパッキングを介して部材同士）が当接できなくなる場合があった。
このようにして樹脂部材に弾性変形が生じ、充分な圧力を持って部材とパッキング（又は
パッキングを介して部材同士が）が当接できなくなると、不充分な圧力での当接部分に隙
間が生じ、この隙間部分から排水や臭気が洩れてしまう、といった問題があった。
本発明は上記問題点に鑑み発明されたものであって、平面視非円形形状を成す排水口と防
臭筒部材を採用し、両者が側面部分にて水密的に接続するように構成されている排水トラ
ップにおいて、部材の弾性変形による漏水や臭気の漏れを防止した排水トラップを提供す
るためのものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の本発明は、上方に流入口２を、側面に排出口３を、それぞれ設けたケ
ーシングであるトラップ本体１と、トラップ本体１内部に備えられた、流入口２からの排
水を溜めるオワン部４と、流入口２に対し水密的に接続するように設けられた、排水が流
入する排水口５と、略筒形状を成す部材であって、上方は排水口５に水密的に接続され、
下端部分は上記オワン部４内に配置される、内部を排水口５からの排水が流入する防臭筒
部材６と、から構成される排水トラップにおいて、
上記防臭筒部材６を、筒形状部分の側面において、排水口５と水密的に接続するように構
成すると共に、防臭筒部材６の水密に接続する部分において、防臭筒部材６及び排水口５
を、防臭筒部材６の軸方向視非円形の略同一形状とし、且つ少なくとも長辺の一つ以上に
、防臭筒部材６又は排水口５のいずれか一方より、防臭筒部材６又は排水口５の他方に向
かって膨出する膨出形状を設けたことを特徴とする、排水トラップである。
尚、ここで言う「防臭筒部材及び排水口の長辺」という表現は、「防臭筒部材及び排水口
を形成する辺のうち、最も短い辺以外の辺」という意味を表す表現である。
【０００９】
　請求項２に記載の本発明は、上方に流入口２を、側面に排出口３を、それぞれ設けたケ
ーシングであるトラップ本体１と、トラップ本体１内部に備えられた、流入口２からの排
水を溜めるオワン部４と、流入口２に対し水密的に接続するように設けられた、排水が流
入する排水口５と、略筒形状を成す部材であって、上方は排水口５に水密的に接続され、
下端部分は上記オワン部４内に配置される、内部を排水口５からの排水が流入する防臭筒
部材６と、から構成される排水トラップにおいて、
上記防臭筒部材６を、筒形状部分の側面において、排水口５と水密的に接続するように構
成すると共に、防臭筒部材６の水密に接続する部分において、防臭筒部材６及び排水口５
を、防臭筒部材６の軸方向視複数の頂点を有する非円形の略同一形状とし、且つ少なくと
も頂点間の一つ以上の辺に、防臭筒部材６又は排水口５のいずれか一方より、防臭筒部材
６又は排水口５の他方に向かって膨出する膨出形状を設けたことを特徴とする、排水トラ
ップである。
【００１０】
　請求項３に記載の本発明は、上記膨出形状を、辺自体に設けた、膨出形状としての略円
弧形状としたことを特徴とする、段落０００８又は段落０００９に記載の排水トラップで
ある。
【００１１】
　請求項４に記載の本発明は、上記防臭筒部材６及び排水口５の、両者が水密的に接続す
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る部分の形状を、
防臭筒部材６の筒部分の軸方向視略長方形形状とし、この略長方形形状の長辺部分に膨出
形状を設けたことを特徴とする、段落０００８乃至段落００１０のいずれか一つに記載の
排水トラップである。
【００１２】
　請求項５に記載の本発明は、上記排水トラップの防臭筒部材６において、防臭筒部材６
の変形を防止する形状保持構造を備えたことを特徴とする、段落０００８乃至段落００１
１のいずれか一つに記載の排水トラップである。
【００１３】
　請求項６に記載の本発明は、上記排水トラップの防臭筒部材６において、防臭筒部材６
の変形を防止する形状保持構造を、防臭筒部材６の筒形状部分の内部を結ぶ支持リブ６ｂ
としたことを特徴とする、段落００１２に記載の排水トラップである。
【００１４】
　請求項７に記載の本発明は、上記排水トラップの防臭筒部材６において、防臭筒部材６
の変形を防止する形状保持構造を、防臭筒部材６の側面に設けた、折れ曲がり部６ｃとし
たことを特徴とする、段落００１２に記載の排水トラップである。
【００１５】
　請求項８に記載の本発明は、上記排水トラップにおいて、流入口２と排水口５を兼用し
たことを特徴とする、段落０００８乃至段落００１４のいずれか一つに記載の排水トラッ
プである。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１、請求項２に記載の本発明では、排水口及び防臭筒部材の接続箇所が軸方向視
非円形形状の場合に、防臭筒部材又は排水口のいずれか一方より、防臭筒部材又は排水口
の他方に向かって膨出する膨出形状を設けたことで、部材の弾性変形を防止し、排水口及
び防臭筒部材の水密的な接続を行うことができる。
請求項３に記載の本発明では、膨出形状の具体的形状を明確にすることができる。
請求項４に記載の本発明では、排水口及び防臭筒部材の両者が水密的に接続する部分の具
体的形状を明確にすることができる。
請求項５に記載の本発明では、防臭筒部材に形状保持構造を備えたことによって、弾性変
形をより確実に防止することができる。
請求項６、請求項７に記載の本発明では、上記形状保持構造の具体的構成を明確にするこ
とができる。
請求項８に記載の本発明では、上記形状保持構造の具体的構成を明確にすることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第一実施例の排水配管の断面図である。
【図２】図１の排水トラップの一部を切り欠きした斜視図である。
【図３】第一実施例の排水トラップの部材構成を示す断面図である。
【図４】図３の排水トラップの部材構成を示す一部を切り欠きした斜視図である。
【図５】第一実施例の防臭筒部材を示す断面図である。
【図６】第二実施例の排水配管の断面図である。
【図７】図６の排水トラップの一部を切り欠きした斜視図である。
【図８】第二実施例の排水トラップの部材構成を示す断面図である。
【図９】図８の排水トラップの部材構成を示す一部を切り欠きした斜視図である。
【図１０】第二実施例の防臭筒部材を示す断面図である。
【図１１】他の実施例の防臭筒部材を示す斜視図である。
【図１２】図１１実施例の防臭筒部材の平面図である。
【図１３】他の実施例の防臭筒部材を示す斜視図である。
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【図１４】図１３の実施例の防臭筒部材の平面図である。
【図１５】従来の排水トラップを示す斜視図である。
【実施例】
【００１８】
　以下に、本発明の第一実施例について、図面を参照しつつ説明する。
図１乃至図５に図示した第一実施例の排水トラップは、浴室の排水配管に採用される排水
トラップに関するものであって、以下に記載した浴槽７、浴槽パン８、洗い場パン９、排
水トラップ、エルボ部材１０、パイプ管Ｐ、等より構成されてなる。
浴槽７は、上方に開口した直方体形状の槽体であって、底面に浴槽７内部に生じた排水を
排出する浴槽排水口７ａと、この浴槽排水口７ａからの排水をエルボ部材１０に接続する
排水栓部材７ｂを備えてなる。
浴槽パン８は、上記浴槽７を載置する防水パンであって、底面に浴槽パン８上に生じた排
水を排出する浴槽パン排水口８ａを備えてなる。
洗い場パン９は、浴室の使用者が身体を洗う等する際に利用する防水パンであって、底面
に洗い場パン９上に生じた排水を排出する取付口９ａを備えてなる。
排水トラップは、洗い場パン９の下方に取り付けられる排水装置であって、以下に記載さ
れる、トラップ本体１、防臭筒部材６、より構成される。
トラップ本体１は、以下に記載する、本体上部１ａ、本体下部１ｂの２つの部材の組み合
わせによって構成される部材である。本体上部１ａ、本体下部１ｂを組み合わせたトラッ
プ本体１の状態では、上方に流入口２と兼用した排水口５を、側面に排出口３を、それぞ
れ設けたケーシングであり、その内部には、排水口５からの排水を溜めるオワン部４を備
えてなる。また、側面のオワン部４に連通する位置に、エルボ部材１０を接続する枝管部
１２を備えてなる。
更にトラップ本体１を構成する本体上部１ａ、本体下部１ｂの各部材について以下に詳述
する。
本体上部１ａは、平面視略長方形形状を成す板状の部材で、周縁には、図３に示したよう
に本体下部１ｂ上縁の外側面部分を覆う受け部１１を設けてなる。また、上面には排水口
５を備えてなる。
排水口５は平面視略長方形形状を成す部材であって、長方形形状の長辺に当たる２つの辺
は排水口５の中心から外方向、即ち排水口５の周縁方向に向かって略円弧状に膨出する膨
出形状を設けてなる。
略長方形形状の短辺に当たる辺は直線形状を備えてなる。
また、短辺と円弧形状を備えた長辺との交差部分は小径の円弧形状、いわゆるＲ形状を形
成してなる。
略長方形形状を成す排水口５の、円弧形状を備えた長辺と、直線形状を成す短辺について
、直線形状を成す短辺に対し、長辺に備えられた円弧形状（またはその円弧形状の延長線
）は正接しておらず、両者の交差部分には頂点が形成されている。即ち、長辺部分は、排
水口５の中心から排水口５の内周面に向かって、隣接する辺に正接しない、膨出形状とし
ての円弧形状を備えてなる。
尚、排水口５の、円弧形状を備えた長辺と、直線形状を成す短辺とが交差する頂点部分に
は、小径の円弧、いわゆるＲ形状を構成してなる。
本体下部１ｂは、平面視略長方形形状を成す上方に開口した箱状の部材で、開口の周縁は
本体上部１ａの受け部１１に嵌め込まれるように構成されてなる。また側面に、下水側へ
の配管接続を行うパイプ管Ｐが接続される排出口３が設けられてなる。また、本体下部１
ｂを成す箱体は、底面が排出口３に向かって昇り勾配となる傾斜面を設けてなり、本体下
部１ｂの側面及び底面と傾斜面によって、使用時にトラップ本体１の排水溜まり部分とな
るオワン部４を形成する。また、側面のオワン部４に連通する位置に、エルボ部材１０を
接続する枝管部１２を備えてなる。
本体上部１ａと下部は、本体上部１ａの受け部１１、または本体下部１ｂの周縁に接着剤
を用い、本体上部１ａと本体下部１ｂを貼り合わせることでトラップ本体１として完成す
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る。トラップ本体１は、通常の使用においては、本実施例を含め、本体上部１ａと本体下
部１ｂとを接着し、トラップ本体１として完成させた状態で、施工現場などに納入される
。
防臭筒部材６は、上端は排水口５に水密的に接続され、下端部分はオワン部４内に配置さ
れる、内部を排水口５からの排水が流入する軸方向視略長方形の筒形状を成す部材である
。
更に詳述すると、防臭筒部材６は、図５に示したように、上方の外側面に、排水口５の内
側面と全周に渡って水密的に接続する接続部６ａを備えてなる。該接続部６ａは、ゴムな
どの弾性素材からなるシール部材である環状パッキングＰＫを備え、防臭筒部材６の軸方
向視（即ち平面視）、環状パッキングＰＫを介して排水口５に略同一形状となる略長方形
形状、即ち排水口５の中心から排水口５の内周面に向かって、隣接する辺に正接しない、
円弧形状を成す膨出形状を備えた長辺と、この円弧形状に正接しない直線形状を成す短辺
を備えてなる。
尚、防臭筒部材６及び排水口５の、円弧形状を備えた長辺と、直線形状を成す短辺とが交
差する頂点部分には、小径の円弧、いわゆるＲ形状を構成してなる。
また、防臭筒部材６は、防臭筒部材６の変形を防止する形状保持構造として、以下に詳述
する支持リブ６ｂ及び折れ曲がり部６ｃを備えてなる。
支持リブ６ｂは、防臭筒部材６の筒形状部分の内部、詳しくは長辺の円弧部分の中央部分
同士を結ぶように設けられたリブ片である。
折れ曲がり部６ｃは、図３、図４に示したように、防臭筒部材６の円弧形状を成す側面で
あって、接続部６ａよりも下方に設けた、断面視内側に向けて２度屈曲する曲がり部分で
ある。この折れ曲がり部６ｃよりも下方では、防臭筒部材６は、軸方向視直線形状の辺に
囲まれた、ほぼ正確な長方形形状を成し、円弧形状を成す膨出形状を備えない。
防臭筒部材６の接続部６ａの外側面と、排水口５に設けられた円弧形状を成す膨出部分に
おいて、膨出の程度については特に限定する物ではないが、弾性変形を防止する機能と、
開口面積を確保しつつコンパクトにする、また意匠性を高める等の目的との兼ね合いから
、円弧の横幅（図５のＬ１で示した長さ）と、円弧の膨出の幅（図５のＬ２で示した、円
弧の横幅Ａに垂直な長さ）との比率が、円弧の横幅：円弧の膨出の幅＝１５乃至２５：１
程度になるよう設定すると好適である。本第一実施例では、円弧の横幅：円弧の膨出の幅
＝２０：１程度に設定してなる。
尚、図５（ａ）は第一実施例の防臭筒部材６の断面図であり、図５（ｂ）は図５（ａ）の
Ａ－Ａ’断面図である。
尚、上記したように、排水口５の内側面、及び防臭筒部材６の接続部６ａにおいては、排
水口５の中心から排水口５の内側面に向かって、膨出形状として隣接する辺に正接しない
略円弧形状を設けてなると共に、隣接する辺の交差部分、つまり頂点部分に小径の円弧、
いわゆるＲ形状を設けることで、隣接する辺同士がＲ形状に対して正接するように構成し
てなる。この頂点部分に設けたＲ形状は、あくまでも隣接する辺同士の頂点の角を無くし
、使用者の使用感の向上等を図る為の構造であって、Ｒ形状を設けることによって頂点が
失われるものではない。
よって、この第一実施例の排水トラップは、防臭筒部材６の水密に接続する部分において
、防臭筒部材６及び排水口５を、防臭筒部材６の軸方向視非円形の略同一形状とし、且つ
二つある長辺の両方に、防臭筒部材６より、排水口５の内周面に向かって膨出する、円弧
形状からなる膨出形状を設けてなる、と言える。
また、この第一実施例の排水トラップは、防臭筒部材６の水密に接続する部分において、
防臭筒部材６及び排水口５を、防臭筒部材６の軸方向視複数の頂点を有する非円形の略同
一形状とし、且つ頂点間となる２つの長辺に、防臭筒部材６より、排水口５の内周面に向
かって膨出する円弧形状からなる膨出形状を設けてなる、と言える。
エルボ部材１０は、浴槽パン排水口８ａに取り付けられ、浴槽パン８の下方に備えられる
排水装置であって、浴槽排水口７ａ及び浴槽パン排水口８ａからの排水が流入すると共に
、内部の排水を、洗い場パン９に取り付けられる排水トラップに流入させる。
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パイプ管Ｐは、硬質樹脂からなる軸方視円形を成す部材であって、直管や曲がり管等から
構成され、トラップ本体１の排出口３から下水側の配管までを接続する。
【００１９】
　上記のように構成された浴室の排水配管の各部材は、以下のようにして洗い場パン９に
施工される。尚、本体上部１ａと本体下部１ｂは、工場等にて接着にて接続され、トラッ
プ本体１として構成されているものとする。
まず、トラップ本体１の排出口３を、パイプ管Ｐを介して下水側の配管に接続する。この
時は自然勾配によって、排出口３から床下配管まで排水が流れるような下り勾配を設定す
る。またエルボ部材１０をトラップ本体１の枝管部１２に接続する。次に、洗い場パン９
の取付口９ａにトラップ本体１の排水口５を、浴槽パン８の浴槽パン排水口８ａにエルボ
部材１０を、それぞれ接続固定する。また、浴槽パン８に浴槽７を配置し、排水栓部材７
ｂをエルボ部材１０と接続する。
最後に、排水口５に防臭筒部材６を、防臭筒部材６の下端がオワン部４内に配置されるよ
うに接続して、本実施例の排水トラップ配管の接続が完了する。
【００２０】
　上記のように構成された第一実施例の排水トラップにおいて、浴槽７内に排水が生じる
と、排水は、浴槽排水口７ａから、排水栓部材７ｂを介してエルボ部材１０内部に流れ込
み、更に排水トラップのオワン部４内に流入する。更に排水が流れると、オワン部４の上
縁即ち傾斜面の上縁から排水が溢れ出て、排出口３からパイプ管Ｐを介して下水側に排出
される。
また、浴槽パン８上に排水が生じると、排水は、浴槽パン排水口８ａから、エルボ部材１
０内部に流れ込み、更に排水トラップのオワン部４内に流入する。更に排水が流れると、
オワン部４の上縁即ち傾斜面の上縁から排水が溢れ出て、排出口３からパイプ管Ｐを介し
て下水側に排出される。
また、洗い場パン９上に排水が生じると、排水は、排水口５から、防臭筒部材６内部を通
過し、オワン部４内に溜まる。更に排水が流れると、オワン部４の上縁即ち傾斜面の上縁
から排水が溢れ出て、排出口３からパイプ管Ｐを介して下水側に排出される。
ここで、下水側から屋内側である排水口５に至るまでの流路上に、オワン部４内に溜まっ
た排水によって、排水の流路が常に満水状態となる部分が生じる。この満水状態によって
、下水側の臭気や害虫類が屋内側に侵入することが防止される。
【００２１】
　上記のように構成された従来の排水トラップにおいては、以下に記載した各構成により
、防臭筒部材６を排水口５に接続する際、防臭筒部材６の特に接続部６ａが弾性変形を生
じることが防止される。
構成１．図５に有るように、長辺となる面に備えられた円弧形状からなる膨出部分によっ
て、防臭筒部材６の辺自体が、当接が行われる方向に対し、反対方向に窪みにくい形状、
即ち弾性変形を生じにくい形状となる。このため、防臭筒部材６の接続部６ａが弾性変形
を生じることが防止される。
構成２．図４、図５に有るように、防臭筒部材６の筒形状部分の内部、詳しくは長辺の円
弧部分の中央部分同士を結ぶように、支持リブ６ｂ部分を設けた為、支持リブ６ｂによっ
て接続された、向かい合う面同士がお互いに支え合うように作用する。このため、防臭筒
部材６の接続部６ａが弾性変形を生じることが防止される。
構成３．図４、図５に有るように、長辺となる面に備えられた折れ曲がり部６ｃ分が、長
辺部分を成す面に対し撓みを防止する柱として機能する。このため、防臭筒部材６の接続
部６ａが弾性変形を生じることが防止される。
【００２２】
　次に、本発明の第二実施例について、図面を参照しつつ説明する。
図６乃至図１０に図示した第二実施例の排水トラップは、浴室の排水配管に採用される排
水トラップに関するものであって、以下に記載した浴槽７、浴槽パン８、洗い場パン９、
排水トラップ、エルボ部材１０、パイプ管Ｐ、等より構成されてなる。



(9) JP 6019289 B2 2016.11.2

10

20

30

40

50

浴槽７は、上方に開口した直方体形状の槽体であって、底面に浴槽７内部に生じた排水を
排出する浴槽排水口７ａと、この浴槽排水口７ａからの排水をエルボ部材１０に接続する
排水栓部材７ｂを備えてなる。
浴槽パン８は、上記浴槽７を載置する防水パンであって、底面に浴槽パン８上に生じた排
水を排出する浴槽パン排水口８ａを備えてなる。
洗い場パン９は、浴室の使用者が身体を洗う等する際に利用する防水パンであって、底面
に洗い場パン９上に生じた排水を排出する排水口５を備え、また排水口５の下方周縁に、
トラップ本体１の流入口２と水密的に接続するためのガイド筒９ｂを備えてなる。
更に、以下に排水口５について詳述する。
排水口５は平面視略鄭方形形状を成す部材であって、正方形形状の４つの各辺に、排水口
５の中心から外方向、即ち排水口５の周縁方向に向かって略円弧状に膨出する膨出形状を
設けてなる。
また、各辺の交差部分となる頂点には小径の円弧形状、いわゆるＲ形状を形成してなる。
排水トラップは、洗い場パン９の下方に取り付けられる排水装置であって、以下に記載さ
れる、トラップ本体１、防臭筒部材６、より構成される。
トラップ本体１は、以下に記載する、本体上部１ａ、本体下部１ｂの２つの部材の組み合
わせによって構成される部材である。本体上部１ａ、本体下部１ｂを組み合わせたトラッ
プ本体１の状態では、上方に洗い場パン９の排水口５下方に設けたガイド筒９ｂに水密的
に接続される流入口２を、側面に排出口３を、それぞれ設けたケーシングであり、その内
部には、排水口５からの排水を溜めるオワン部４を備えてなる。また、側面のオワン部４
に連通する位置に、エルボ部材１０を接続する枝管部１２を備えてなる。
更にトラップ本体１を構成する本体上部１ａ、本体下部１ｂの各部材について以下に詳述
する。
本体上部１ａは、平面視略長方形形状を成す板状の部材で、周縁には、図８に示したよう
に本体下部１ｂ上縁の外側面部分を覆う受け部１１を設けてなる。また、上面にはガイド
部に水密的に接続される流入口２を備えてなる。
本体下部１ｂは、平面視略長方形形状を成す上方に開口した箱状の部材で、開口の周縁は
本体上部１ａの受け部１１に嵌め込まれるように構成されてなる。また側面に、下水側へ
の配管接続を行うパイプ管Ｐが接続される排出口３が設けられてなる。また、本体下部１
ｂを成す箱体は、底面が排出口３に向かって昇り勾配となる傾斜面を設けてなり、本体下
部１ｂの側面及び底面と傾斜面によって、使用時にトラップ本体１の排水溜まり部分とな
るオワン部４を形成する。また、側面のオワン部４に連通する位置に、エルボ部材１０を
接続する枝管部１２を備えてなる。
本体上部１ａと下部は、本体上部１ａの受け部１１、または本体下部１ｂの周縁に接着剤
を用い、本体上部１ａと本体下部１ｂを貼り合わせることでトラップ本体１として完成す
る。トラップ本体１は、通常の使用においては、本実施例を含め、本体上部１ａと本体下
部１ｂとを接着し、トラップ本体１として完成させた状態で、施工現場などに納入される
。
防臭筒部材６は、上端は排水口５に水密的に接続され、下端部分はオワン部４内に配置さ
れる、内部を排水口５からの排水が流入する軸方向視略正方形形状の筒形状を成す部材で
ある。
更に詳述すると、防臭筒部材６は、上方の外側面に、洗い場パン９の排水口５の内側面と
全周に渡って水密的に接続する接続部６ａを備えてなる。該接続部６ａは、ゴムなどの弾
性素材からなるシール部材である環状パッキングＰＫを備え、防臭筒部材６の軸方向視（
即ち平面視）、環状パッキングＰＫを介して排水口５に略同一形状となる略正方形形状、
即ち排水口５の周縁方向に向かって略円弧状に膨出する膨出形状を設けてなる。
尚、各辺の交差部分となる頂点には小径の円弧形状、いわゆるＲ形状を形成してなる。
また、防臭筒部材６は、防臭筒部材６の変形を防止する形状保持構造として、以下に詳述
する折れ曲がり部６ｃを備えてなる。
折れ曲がり部６ｃは、図８、図９に示したように、防臭筒部材６の円弧形状を成す側面で
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あって、接続部６ａよりも下方に設けた、断面視内側に向けて２度屈曲する曲がり部分で
ある。この折れ曲がり部６ｃよりも下方では、防臭筒部材６は、軸方向視直線形状の辺に
囲まれた、ほぼ正確な長方形形状を成し、円弧形状を成す膨出形状を備えない。
防臭筒部材６の接続部６ａの外側面と、排水口５に設けられた円弧形状を成す膨出部分に
おいて、膨出の程度については特に限定する物ではないが、弾性変形を防止する機能と、
開口面積を確保しつつコンパクトにする、また意匠性を高める等の目的との兼ね合いから
、円弧の横幅（図１０のＬ１で示した長さ）と、円弧の膨出の幅（図１０のＬ２で示した
長さ）との比率が、円弧の横幅：円弧の膨出の幅＝１５乃至２５：１程度になるよう設定
すると好適である。本第二実施例では、円弧の横幅：円弧の膨出の幅＝２０：１程度に設
定してなる。
尚、図１０（ａ）は第二実施例の防臭筒部材６の断面図であり、図１０（ｂ）は図１０（
ａ）のＢ－Ｂ’断面図である。
尚、上記したように、排水口５の内側面、及び防臭筒部材６の接続部６ａにおいては、排
水口５の中心から排水口５の内側面に向かって、膨出形状として隣接する辺に正接しない
略円弧形状を設けてなると共に、隣接する辺の交差部分、つまり頂点部分に小径の円弧、
いわゆるＲ形状を設けることで、隣接する辺同士がＲ形状に対して正接するように構成し
てなる。この頂点部分に設けたＲ形状は、あくまでも隣接する辺同士の頂点の角を無くし
、使用者の使用感の向上等を図る為の構造であって、Ｒ形状を設けることによって頂点が
失われるものではない。
よって、この第二実施例の排水トラップは、防臭筒部材６の水密に接続する部分において
、防臭筒部材６及び排水口５を、防臭筒部材６の軸方向視複数の頂点を有する非円形の略
同一形状とし、且つ頂点間となる４つの辺それぞれに、防臭筒部材６より、排水口５の内
周面に向かって膨出する円弧形状からなる膨出形状を設けてなる、と言える。
エルボ部材１０は、浴槽パン排水口８ａに取り付けられ、浴槽パン８の下方に備えられる
排水装置であって、浴槽排水口７ａ及び浴槽パン排水口８ａからの排水が流入すると共に
、内部の排水を、洗い場パン９に取り付けられる排水トラップに流入させる。
パイプ管Ｐは、硬質樹脂からなる軸方視円形を成す部材であって、直管や曲がり管等から
構成され、トラップ本体１の排出口３から下水側の配管までを接続する。
【００２３】
　上記のように構成された浴室の排水配管の各部材は、以下のようにして洗い場パン９に
施工される。尚、本体上部１ａと本体下部１ｂは、工場等にて接着にて接続され、トラッ
プ本体１として構成されているものとする。
まず、トラップ本体１の排出口３を、パイプ管Ｐを介して下水側の配管に接続する。この
時は自然勾配によって、排出口３から床下配管まで排水が流れるような下り勾配を設定す
る。またエルボ部材１０をトラップ本体１の枝管部１２に接続する。次に、洗い場パン９
の排水口５にガイド筒９ｂを挿入するようにしてトラップ本体１の流入口２を、浴槽パン
８の浴槽パン排水口８ａにエルボ部材１０を、それぞれ水密的に接続固定する。また、浴
槽パン８に浴槽７を配置し、排水栓部材７ｂをエルボ部材１０と接続する。
最後に、洗い場パン９に設けた排水口５に、防臭筒部材６を、防臭筒部材６の下端がオワ
ン部４内に配置されるように接続して、本実施例の排水トラップ配管の接続が完了する。
【００２４】
　上記のように構成された第二実施例の排水トラップは、段落００２０に記載した第一実
施例の排水トラップと同様の方法にて使用することができる。
【００２５】
　上記のように構成された第二実施例の排水トラップにおいては、以下に記載した各構成
により、防臭筒部材６を排水口５に接続する際、防臭筒部材６の特に接続部６ａが弾性変
形を生じることが防止される。
構成１．図１０に有るように、防臭筒部材６の各面に備えられた円弧形状からなる膨出部
分によって、防臭筒部材６の辺自体が、当接が行われる方向に対し、反対方向に窪みにく
い形状、即ち弾性変形を生じにくい形状となる。このため、防臭筒部材６の接続部６ａが
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構成２．図９、図１０に有るように、防臭筒部材６の各側面に備えられた折れ曲がり部６
ｃ分が、各側面に対し撓みを防止する柱として機能する。このため、防臭筒部材６の接続
部６ａが弾性変形を生じることが防止される。
【００２６】
　本発明の実施例は以上のようであるが、本発明は上記実施例に限定される物ではなく、
主旨を変更しない範囲において自由に変更が可能である。
例えば、上記実施例では、排水機器を浴室の洗い場パン９とし、排水トラップを洗い場パ
ン９の排水口５に取り付けられる排水トラップとしているが、本発明はこれに限定される
ものではなく、洗面台、流し台、浴槽７、洗濯機パン等様々な排水機器に採用することが
できる。また、上記実施例では、膨出形状を全て円弧形状として構成してなるが、本発明
はこれに限定されるものではなく、図１１乃至図１２に示した防臭筒部材６のように、接
続部６ａを短い直線の集合からなる膨出形状等、様々な形状の膨出形状によって接続部６
ａの撓みを防止するように構成することができる。
また、上記実施例では、膨出形状は、排水口５の中心から排水口５の内周面方向に向かっ
て膨出するようにして設けられてなるが、本発明は上記実施例に限定されるものではなく
、図１３乃至図１４に示した実施例の接続部６ａのように、排水口５の内周面方向から、
排水口５の中心方向に向かって膨出するように構成しても良い。この場合は、防臭筒部材
６の膨出形状より若干排水口５の膨出形状がより排水口５の中心側に突出するように構成
することで、防臭筒部材６の辺自体が、当接が行われる方向に対し、充分に強い圧力にて
当接することができるようになり、防臭筒部材６の接続部６ａと排水口５との接続を良好
に行うことができる（図１１乃至図１４の図示においては環状パッキングＰＫは省略して
いる。また、図５、図１０乃至図１４においては防臭筒部材６の図示のみ行っているが、
各防臭筒部材６の接続部６ａに対応する排水口５の内周面の形状は、施工完了時の防臭筒
部材６の軸方向視において、防臭筒部材６の接続部６ａの外側面に若干の幅を持たせた上
で合致する形状である）。
また、上記第二実施例では、排水口５はトラップ本体１で無く洗い場パン９上に設けられ
、この洗い場パン９の排水口５と排水トラップの流入口２とが水密的に接続することで、
排水トラップのトラップ機能を確保している（当然ながら、排水口５と流入口２が水密的
に接続する必要がある）。このように、必要に応じて、排水口５が設けられる部材や位置
を排水トラップ以外の場所に変更し、意匠性や配置レイアウトを適宜調整しても良い。
【符号の説明】
【００２７】
１　　トラップ本体　　　　１ａ　本体上部
１ｂ　本体下部　　　　　　２　　流入口
３　　排出口　　　　　　　４　　オワン部
５　　排水口　　　　　　　６　　防臭筒部材
６ａ　接続部　　　　　　　６ｂ　支持リブ
６ｃ　折れ曲がり部　　　　７　　浴槽
７ａ　浴槽排水口　　　　　７ｂ　排水栓部材
８　　浴槽パン　　　　　　８ａ　浴槽パン排水口
９　　洗い場パン　　　　　９ａ　取付口
９ｂ　ガイド筒　　　　　　１０　エルボ部材
１１　受け部　　　　　　　１２　枝管部
Ｐ　　パイプ管　　　　　　ＰＫ　環状パッキング
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